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1. 2016年3⽉期第1四半期の業績



32016年3⽉期第1四半期 損益計算書（対計画⽐）

（単位：百万円）
ʻ16/3

１Q実績 売上⽐ ʻ16/3
中間計画 売上⽐ 進捗率 ʻ16/3

通期計画 売上⽐ 進捗率

売上⾼ 2,831 100％ 6,400 100％ 44% 11,000 100％ 26%

売上原価 1,460 52％ 3,900 61％ 37% 6,500 59％ 22%

売上総利益 1,371 48％ 2,500 39％ 55% 4,500 41％ 30%

販管費
(研究開発費)

781    
(499)

28％
(18%)

2,300
(1,800)

36％
(28％)

34% 
(28%)

4,260
(3,250)

39％
(30％)

18% 
(15%)

営業利益 589 21％ 200 3％ 295% 240 2％ 246%

経常利益 581 21％ 200 3％ 291% 240 2％ 242%

純利益 402 14％ 140 2％ 288% 165 2％ 244%

受注残：4,583百万円



42016年3⽉期第1四半期 損益計算書（対前年同期⽐）

ʻ15/3
１Q 連結 売上⽐ ʼ16/3

１Q 個別 売上⽐ 増減額 増減率

売上⾼ 3,326 100％ 2,831 100％ △494 △15%

売上原価 1,756 53％ 1,460 52％ △296 △17%

売上総利益 1,569 47％ 1,371 48％ △198 △13%

販管費
(研究開発費)

681
(415)

20％
(12%)

781    
(499)

28％
(18%)

99        
(84)

15%  
(20%)

営業利益 888 27％ 589 21％ △298 △34%

経常利益 890 27％ 581 21％ △309 △35%

四半期純利益 634 19％ 402 14％ △231 △37%

受注残：4,583百万円

（単位：百万円）
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2016年3⽉期第1四半期 売上⾼の分析（対前年同期⽐）

メモリモジュール
LEDドライバ

パチンコ・パチスロ機向け
グラフィックスLSI

パチンコ・パチスロ機
その他

組み込み機器
グラフィックス他

パチンコ・パチスロ機向け
グラフィックスLSI販売減

（42万個 → 38万個）

主にメモリモジュール
販売減

売上⾼ 2,831百万円（対前年同期⽐ 494百万円減）

パチンコ・パチスロ機向け
グラフィックスLSI

（単位：百万円）
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ʼ15/3 構成⽐ ʼ16/3
１Ｑ 構成⽐

流動資産 13,689 94％ 13,877 94％

現⾦・預⾦ 8,500 58％ 8,037 54％

有価証券 2,999 21％ 1,273 9％

売掛⾦ 550 4％ 2,171 15％

商品及び製品 1,483 10％ 1,734 12％

その他 154 1％ 659 4％

固定資産 872 6％ 952 6％

資産合計 14,562 100％ 14,829 100％

流動負債 969 7％ 1,935 13％

固定負債 35 0％ 35 0％

負債合計 1,005 7％ 1,970 13％

⾃⼰株式 △0 △0％ △742 △5％

純資産合計 13,556 93％ 12,859 87％

負債・純資産合計 14,562 100％ 14,829 100％

流動負債 ʼ15/3 ʻ16/3
１Ｑ

買掛⾦ 170 1,343

未払法⼈税等 137 182

その他 662 409

（単位：百万円）

2016年3⽉期第1四半期末 財政状態

7⽉以降に販売を予定しているメモ
リモジュール製品の在庫増加

当四半期末⽉の売上⾼が前四半期
末⽉の売上⾼に対して増加したこ
とが要因



7⾃⼰株式の取得決議及び取得状況

• 決議⽇ ： 2015年4⽉24⽇

• 取得⾦額 ： 2,000,000,000円（上限）

• 取得株数 ： 1,250,000株（上限）※発⾏済株式総数の10.1％

• 取得期間 ： 2015年5⽉1⽇ 〜 2016年2⽉29⽇

• 取得⽅法 ： 信託⽅式による市場買付

• 取得⽬的 ： 資本効率の向上

（経営指標の⽬標値（ROE10％）を下回る⾒込みのため、資本効率の改善を企図）

※ 過去の売買⾼の⽔準から取得期間は10か⽉程度を想定
※ 取得した⾃⼰株式及び現在保有している⾃⼰株式（54株）は消却予定

2015年6⽉末時点の取得状況
456,700株（進捗率 36.5％）
741,897,900円（進捗率 37.1％）
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2. 補⾜資料
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パチンコ・パチスロ機市場の動向と業績予想の概要

2016年3⽉期 市場動向と業績予想の概要

• 2016年3⽉期のパチンコ・パチスロ機の販売台数は、270万台と想定し業績予想を計画
• パチンコ機の「のめり込み防⽌」に向けた⾃主規制の影響（2015年11⽉より実施予定）

• パチスロ機の型式試験の運⽤変更の影響（2014年9⽉実施）

• 2016年3⽉期の業績予想の概要
• 売上⾼、売上総利益はほぼ横ばい

• 市場の縮⼩、AG5の量産開始、リユースの影響低下

• 販管費の⼤幅な増加（主に研究開発費）により、各利益は減益計画

• 前期の期ずれ分に新規開発案件が重なる

• 次世代グラフィックスLSI（AG6）の開発費の負担⼤
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ʻ15/3
実績 売上⽐ ʻ16/3

計画 売上⽐ 増減額 増減率

売上⾼ 11,073 100％ 11,000 100％ △73 △1％

売上原価 6,342 57％ 6,500 59％ 157 2％

売上総利益 4,731 43％ 4,500 41％ △231 △5％

販管費
（研究開発費）

3,086
（1,948）

28％
（18％）

4,260
（3,250）

39％
（30％）

1,173
（1,301）

38％
（67％）

営業利益 1,645 15％ 240 2％ △1,405 △85％

経常利益 1,659 15％ 240 2％ △1,419 △86％

当期純利益 1,115 10％ 165 2％ △950 △85％

2016年3⽉期 業績予想の概要（対実績⽐）

（単位：百万円）

市場規模 310万台 270万台

リユースの影響 約32％ 約25％

G-LSI個数 126万個 123万個

市場分析

※ 3⽉末受注残 ： 4,266百万円
※ 市場規模（パチンコ・パチスロ機の年間販売台数）、リユースの影響は当社分析による推定値です。
※ G-LSIはパチンコ・パチスロ機向けグラフィックスLSIを意味する。



112016年3⽉期中間 業績予想の概要（対実績⽐）

ʻ15/3 中間
連結 実績 売上⽐ ʻ16/3 中間

個別 計画 売上⽐ 増減額 増減率

売上⾼ 5,936 100％ 6,400 100％ 463 8％

売上原価 3,472 58％ 3,900 61％ 427 12％

売上総利益 2,464 42％ 2,500 39％ 35 1％

販管費
（研究開発費）

1,368
（843）

23％
（14％）

2,300
（1,800）

36％
（28％）

931
（956）

68％
（113％）

営業利益 1,096 18％ 200 3％ △896 △82％

経常利益 1,103 19％ 200 3％ △903 △82％

中間純利益 781 13％ 140 2％ △641 △82％

（単位：百万円）

※ 3⽉末受注残 ： 4,266百万円
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2016年3⽉期 売上⾼の概要（対実績⽐）

メモリモジュール
LEDドライバ

パチンコ・パチスロ機向け
グラフィックスLSI
総売上⾼の70％

グラフィックスLSI販売個数
（126万個 → 123万個）
AG5移⾏（10％→35％）

売上⾼ 11,000百万円（対実績⽐ 73百万円減）

（単位：百万円）

その他
総売上⾼の30％

パチンコ・パチスロ機向け
グラフィックスLSI
総売上⾼の70％

その他
総売上⾼の30％
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研究開発費の増加要因

2016年3⽉期 販管費の概要（対実績⽐）と増加要因

販売費及び⼀般管理費の内訳

ʻ15/3
実績 構成⽐ ʻ16/3

計画 構成⽐ 増減額 増減率

販管費 3,086 100％ 4,260 100％ 1,173 38％

管理系⼈件費 620 20％ 510 12％ △110 △18％

管理系経費 516 17％ 500 12％ △16 △3％

研究開発費 1,948 63％ 3,250 76％ 1,301 67％

• 試作開発費の⼀部が開発遅延により前期から今期にシフト
• 4製品のLSI試作開発費が今期に集中計上(AG903、演出周辺LSI、LEDドライバなど)

• 次世代主⼒製品AG6の開発スタート
• コスト負担⼤

• 試作開発費の⼀部が今期から計上
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16.6%

7.7% 8.4%

1.2%

10.1% 10.0% 10.9%

5.8%

'13/3 '14/3 '15/3 '16/3
計画

ROE ROE（3年平均）

100円

55円 55円

10円

63.8% 65.3% 61.2%

75.2%

'13/3 '14/3 '15/3 '16/3
計画

⼀株当たりの配当⾦（年間） 単体配当性向

企業価値向上を意識しROEを経営指標に設定
3年平均10％を指標に事業展開

配当政策経営指標

経営指標と配当⽅針

原則として単体配当性向50％
減配になる場合は従前の配当⽔準を考慮

ʼ15/3末の配当は1株当たり30円（年間55円）計画純利益から算出したʼ16/3のROEは1.2％
ʻ13/3,ʼ14/3は連結、ʻ15/3,̓16/3は個別決算の数値 ʼ16/3の年間配当は1株当たり10円を計画（中間期末各5円）



152019年3⽉期の業績⽬標と基本⽅針

⽬標指標 ⽔準
売上⾼ 180億円
ROE 15％

⽬標達成のための基本⽅針

パチンコ・パチスロ機市場における下記3つの施策で業績⽬標の達成を⽬指します

① グラフィックスLSIのシェアアップ
② システム製品による事業規模拡⼤

・ グラフィックスLSIを中核としたシステム製品
・ メモリモジュールのシェアアップ

③ 新しい演出周辺製品の開発

重点施策
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業績⽬標策定時（2014年4⽉）からの認識の変化

現状分析

 市場規模
 想定以上に厳しい市場環境

• パチンコ機の⾃主規制(のめり込み防⽌)
• パチスロ機の型式試験の運⽤変更(2015年12⽉以降、出⽟管理をメイン制御側に⼀本化)

→ 2019年3⽉期の市場規模の前提を300万台から290万台に修正

 主⼒製品の移⾏状況
 2016年3⽉期も引き続きAG4が販売の主⼒

• AG5の割合は2015年3⽉期が10%、2016年3⽉期が35%の⾒込み

 AG5への移⾏が想定以上に遅延
• 市場規模縮⼩に伴い、利益確保優先のリユース志向がより顕著
• 画像⽤メモリの容量制限により新規基板への変更動機が低下

• 映像制作費の負担を抑えるため、⽇⼯組の申し合わせにより現状上限が64Gbitに制限されている
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業績⽬標と⽬標値の想定

売上⾼180億円、ROE15％

2019年3⽉期の⽬標

2019年3⽉期の業績向上要因

1. グラフィックスLSIのシェアアップ

2. AG6の量産開始

3. グラフィックス関連システムの本格展開

4. メモリモジュールの複数社数採⽤

5. 演出周辺LSIの⽴ち上がり

ʻ15/3
実績

ʻ16/3
計画

ʻ17/3
イメージ

ʻ18/3
イメージ

ʻ19/3
⽬標

市場規模
310万台

市場規模
270万台

市場規模
270万台

市場規模
280万台

市場規模
290万台

ROE 15％
売上⾼ 180億円

売上総利益

110 110

47 45

（億円）



本資料に記載の予想数値を含む将来に係る情報は、現時点における仮定を前提としています。
実際の業績は、今後のさまざまな要因によって⼤きく異なる結果となる可能性があります。

本資料の⼀部または全部を弊社の許可なく、転載・複写することのないようお願い申し上げます。


